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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第31期

会計期間
自 平成20年８月１日
至 平成20年10月31日

自 平成19年８月１日
至 平成20年７月31日

営業収益（百万円） 25,992 136,401

経常損失（△）又は経常利益（百万円） △8,750 18,568

 四半期純損失(△)又は当期純利益（百万円） △15,923 6,851

純資産額（百万円） 262,128 282,219

総資産額（百万円） 673,040 748,971

１株当たり純資産額（円） 20,313.12 21,756.83

１株当たり四半期純損失（△）又は当期純利益金額

（円）
    △1,300.41 559.53

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
－ －

自己資本比率（％） 37.0 35.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
68,808 91,042

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,385 2,422

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△66,763 △116,065

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 18,505 17,858

従業員数（人） 1,528 1,621

　（注）１．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２. 第31期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存

在しないため記載しておりません。また、第32期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、かつ、希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

３. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。
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２【事業の内容】

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 

 

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４【従業員の状況】

（１） 連結会社の状況

　平成20年10月31日現在

従業員数（名） 1,528(856) 

 

 

 （注）従業員数は就業人数であり、臨時従業員は（）内に年間の平均雇用人数を外数で記載しております。

　　　 

（２）提出会社の状況

　平成20年10月31日現在

従業員数（名） 224(6) 

 

 

 （注）従業員数は就業人数であり、臨時従業員は（）内に年間の平均雇用人数を外数で記載しております。　　　
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第２【事業の状況】

１【営業実績】

 (1）営業収益の状況    

区　　分

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年８月１日
　　至　平成20年10月31日）

金額（百万円）
構成割合
（％）

金融・投資事業 受取割引料 420 1.6 

 貸付金利息   
 商工リボルビングローン 8,964 34.5 
 不動産担保貸付 7,876 30.3 
 その他担保貸付 69 0.3 

 小計 16,909 65.1 

 受取手数料 371 1.4 

 売上高 1,591 6.1 

不動産事業 売上高 2,010 7.7 

スポーツ用品等製造販売事業 売上高 3,829 14.7 

その他事業 売上高 858 3.3 

合計 25,992 100.0 

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）資金調達の内訳

借入先等

当第１四半期連結会計期間

（平成20年10月31日現在）

残高（百万円）
平均調達金利

（％）

金融機関等からの借入 233,516 2.82 

事業会社 83,718 5.24 

その他 50,700 0.11 

 社債・ＣＰ等 50,700 0.11 

 再割引手形 － － 

合計 367,935 2.99 

自己資本 264,950 － 

 資本金 79,149 － 

(注)「自己資本」とは、資産の合計金額より負債及び少数株主持分の合計金額並びに配当金の予定額を控除し、引

当金の合計金額を加えた額であります。
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(3）生産実績

当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間

（自　平成20年８月１日

　　至　平成20年10月31日）

金融・投資事業（百万円） － 

不動産事業（百万円） － 

スポーツ用品等製造販売事業（百万円） 2,329 

その他事業（百万円） 146 

合計（百万円） 2,475 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(4）商品仕入実績

当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間

（自　平成20年８月１日

　　至　平成20年10月31日）

金融・投資事業（百万円） － 

不動産事業（百万円） 7,074 

スポーツ用品等製造販売事業（百万円） 1,027 

その他事業（百万円） 131 

合計（百万円） 8,233 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の締結等はありません。

　なお、当社の連結子会社である㈱ＭＡＧねっとによる㈱ガルガンチュア・アセット・マネジメントの吸収合併につ

きましては、第５「経理の状況」（重要な後発事象）をご参照ください。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

 

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発による世界的な金融・資本市場の混乱が実体経済にマ

イナスの影響を与える懸念が強まり、市場についても株価下落や円高など深刻な状況を及ぼしております。

 当社グループにおいても急激な信用収縮リスク、日本の不動産市況の急激な悪化リスク、貸金業法新法移行リス

ク、という「三重苦」により、当社グループを取り巻く事業環境は厳しい状況となっております。

　このような状況に適切に対応するため、前期に引き続き保守的な対応をとり当第１四半期連結会計期間において

は、主に不動産関連の子会社を中心に貸倒引当金の積み増し（10,101百万円）と、在庫不動産の評価減（647百万

円）を計上いたしました。また、株価下落等にともない、投資有価証券評価損239百万円と関係会社株式評価損2,049

百万円を計上いたしました。 

　これらの結果、営業収益は25,992百万円、営業損失は8,393百万円、経常損失は8,750百万円、当期純損失は15,923百

万円となりました。　

 

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

［金融・投資事業］

　金融・投資事業につきましては、世界的な金融・資本市場の混乱による影響や新貸金業法施行へ対応すべく貸倒

引当金の積み増しを実施するなど保守的な対応を図ったことなどの影響から、営業収益は19,293万円、営業損失は

7,431百万円となりました。

 

［不動産事業］

　不動産事業につきましては、不動産市況の低迷の影響等を受け、在庫不動産処分の停滞や都市開発が伸び悩むな

どの影響により売上高は2,010百万円、営業損失は587百万円となりました。

 

［スポーツ用品、食品等製造販売事業］

　スポーツ用品、食品等製造販売事業につきましては、原油価格の上昇を契機とした諸物価の高騰による消費マイ

ンド悪化などの影響により売上高は3,829百万円、営業利益は302百万円となりました。

 

［その他の事業］

　その他の事業につきましては、パソコンパーツ販売業・ソフトウェア受託開発業・コールセンター事業受託業が

主たる業務となりますが、受注減少等の影響により売上高は858百万円、営業利益は110百万円となりました。

 

（２）財政状態の分析 

　当第1四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ75,930百万円減少し、673,040百万円とな

りました。流動資産は83,567百万円減少し、631,084百万円となりました。これは主に営業貸付金の減少によるもの

であります。また、固定資産は7,636百万円増加し、41,955百万円となりました。主に長期貸付金の増加によるもので

あります。

　負債は55,840百万円減少し、410,911百万円となりました。主に借入金の減少によるものであります。

　純資産は20,090百万円減少し、262,128百万円となりました。主に当四半期純損失とその他有価証券評価差額金の

減少によるものであります。　

　 

（３）キャッシュ・フローの状況

　　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べ647百万円増加　

　し、18,505百万円となりました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　税金等調整前四半期純損失を計上したものの、営業貸付金の減少、貸倒引当金の増加等の要因により、　　　　

　　68,808百万円の増加となりました。
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　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　有形固定資産の取得、定期預金の預け入れ等の要因により、1,385百万円の減少となりました。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　長・短借入金の返済等の要因により、66,763百万円の減少となりました。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

　題はありません。

 

（５）研究開発活動

　　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は57百万円であります。なお、当

　第１四半期連結会計期間における研究開発活動の状況の変更はありません。
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第３【設備の状況】
  

(１)主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(２)設備の新設、除却等の計画 

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、回収、除却、売却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,989,730

計 24,989,730

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年12月16日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,245,470 12,245,470
東京証券取引所

市場第一部
－

計 12,245,470 12,245,470 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成20年12月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権付社債の権利行

使により発行されたものは含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　　　　　旧商法第341条ノ２の規定に基づき発行した新株予約権付社債は、次のとおりであります。

　　　①　平成16年５月27日取締役会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年10月31日）

新株予約権付社債の残高（百万円） 950

新株予約権の数（個） 950

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 33,940

新株予約権の行使時の払込金額（円） 27,990

新株予約権の行使期間
自　平成16年６月29日

至　平成23年６月１日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　27,990

資本組入額　　13,995

新株予約権の行使の条件 本新株予約権の一部行使はできない。

新株予約権の譲渡に関する事項 －

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

 

　　　　　会社法第236条の規定に基づき発行した新株予約権付社債は、次のとおりであります。

　　　①　平成20年２月26日取締役会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年10月31日）

新株予約権付社債の残高（百万円） 40,000

新株予約権の数（個） 40,000

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） - 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 2,303,218

新株予約権の行使時の払込金額（円） 17,367

新株予約権の行使期間
自　　平成20年３月27日

至　　平成25年２月27日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　17,367

資本組入額       8,684

新株予約権の行使の条件 本新株予約権の一部行使はできない。

新株予約権の譲渡に関する事項 -

代用払込みに関する事項 -

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 -
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成20年８月１日～

　平成20年10月31日 
－ 12,245,470 － 79,149 － 80,004

 

（５）【大株主の状況】

　　大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第1四半期会計期間において大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年7月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 ①【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）普通株式          210 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   12,244,960　　　　　　　　　1,224,496 －

単元未満株式 普通株式          300 － －

発行済株式総数            12,245,470 － －

総株主の議決権 － 1,224,496 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が90株が含まれております。ま

た、「議

　　　　　決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数9個が含まれております。

②【自己株式等】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式数
（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合
（％)

株式会社ＳＦＣ

Ｇ

東京都中央区日本

橋室町三丁目２番

15号

210 － 210 0.00

計 － 210 － 210 0.00

(注）当第１四半期会計期間末現在の自己名義所有株式数は233株、その発行済株式総数に対する所有割合は　

　　 0.00％であります。

 

２【株価の推移】

（当該四半期累計期間における月別最高・最低株価）

月別
平成20年
８月

９月 10月

最高（円） 10,7009,100 4,990

最低（円） 8,530 4,400 544

　　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社ＳＦＣＧ(E03703)

四半期報告書

12/33



３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は次のとおりであります。

　　　　　　（１） 新任役員 

　　　　　　該当事項はありません。なお、平成20年10月24日開催の当社第31回定時株主総会において、法令に定める監査役の

員数を欠くことになる場合に備え、会社法第329条第２項に定める補欠監査役１名を選任しております。   

 

　　　　　　（２） 退任役員

役名 職名 氏名 退任月日

監査役 － 大村　安孝 平成20年10月28日

 

　　　　　　　　　（３） 役職の異動

該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年８月１日から平

成20年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、明誠監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※2
 19,616

※2
 18,468

商業手形 ※2,3
 1,202

※2,3
 3,612

受取手形及び売掛金 6,041 5,758

営業貸付金 ※2,3
 547,802

※2,3
 614,517

営業投資有価証券 ※2
 9,196

※2
 15,020

預け金 ※2
 34,770

※2
 37,587

商品及び製品 1,880 2,224

原材料及び貯蔵品 1,232 1,359

仕掛品 416 428

販売用不動産 ※2
 10,426

※2
 6,223

仕掛販売用不動産 ※2
 2,748

※2
 8,119

その他 41,967 37,339

貸倒引当金 △46,217 △36,006

流動資産合計 631,084 714,652

固定資産

有形固定資産 ※1,2
 7,054

※1,2
 6,664

無形固定資産

のれん 4,826 4,878

その他 2,275 2,328

無形固定資産合計 7,101 7,206

投資その他の資産 ※2
 27,799

※2
 20,447

固定資産合計 41,955 34,319

資産合計 673,040 748,971

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,423 2,642

短期借入金 ※2
 34,822

※2
 40,110

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 31,990

※2
 56,841

コマーシャル・ペーパー 3,500 3,200

未払法人税等 9,725 7,912

引当金 1,115 1,039

その他 14,195 12,220

流動負債合計 97,773 123,966

固定負債

社債 47,200 40,950

長期借入金 ※2
 250,422

※2
 287,934

利息返還損失引当金 15,018 13,454

その他の引当金 77 73
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年７月31日)

その他 419 373

固定負債合計 313,138 342,785

負債合計 410,911 466,752

純資産の部

株主資本

資本金 79,149 79,149

資本剰余金 84,338 84,338

利益剰余金 87,151 101,962

自己株式 △4 △4

株主資本合計 250,635 265,446

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △929 1,897

繰延ヘッジ損益 △887 △841

為替換算調整勘定 △78 △85

評価・換算差額等合計 △1,896 971

少数株主持分 13,389 15,801

純資産合計 262,128 282,219

負債純資産合計 673,040 748,971
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成20年10月31日)

営業収益 25,992

営業費用 11,940

営業総利益 14,052

販売費及び一般管理費 ※
 22,446

営業損失（△） △8,393

営業外収益

受取利息 172

その他 50

営業外収益合計 223

営業外費用

支払利息 293

持分法による投資損失 184

その他 102

営業外費用合計 580

経常損失（△） △8,750

特別利益

関係会社株式売却益 40

前期損益修正益 334

その他 9

特別利益合計 384

特別損失

投資有価証券評価損 239

関係会社株式評価損 2,049

その他 49

特別損失合計 2,338

税金等調整前四半期純損失（△） △10,704

法人税、住民税及び事業税 3,397

法人税等調整額 1,386

法人税等合計 4,783

少数株主利益 435

四半期純損失（△） △15,923
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成20年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △10,704

減価償却費 351

のれん償却額 52

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,101

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） 1,564

関係会社株式評価損 2,049

商業手形の増減額（△は増加） 2,410

営業貸付金の増減額（△は増加） 66,714

預け金の増減額（△は増加） 2,817

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,650

未収入金の増減額（△は増加） △5,263

その他 △878

小計 70,865

利息及び配当金の受取額 77

利息の支払額 △226

法人税等の支払額 △1,907

営業活動によるキャッシュ・フロー 68,808

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △500

有形固定資産の取得による支出 △578

貸付けによる支出 △7,030

貸付金の回収による収入 6,800

その他 △77

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,385

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 27,791

短期借入金の返済による支出 △42,046

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 300

長期借入れによる収入 17,116

長期借入金の返済による支出 △74,335

社債の発行による収入 6,250

配当金の支払額 △1,836

その他 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △66,763

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 647

現金及び現金同等物の期首残高 17,858

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 18,505
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第１四半期連結会計期間

(自　平成20年８月１日 

 至　平成20年10月31日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

  (1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を当第１四

半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変

更しております。これにより、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ647百万増加しておりま

す。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所にて記載しております。 

 

  (2) リース取引に関する会計基準等の適用

　「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基

準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18日　最終改正平成

19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を当第１四半期連結会計期間から適用し、所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計

処理に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっており

ます。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

２　開示対象特別目的会社に関する事項の変更

　　前連結会計年度末における開示対象特別目的会社の概要等と比較して、重要な変更または著しい変動はありませ　

　ん。

 

  

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間

(自　平成20年８月１日 

 至　平成20年10月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度末において算定した貸倒実績率等を使用して一般債権の貸倒見積高を算定する方法によっておりま

す。

２　棚卸資産の評価方法

　棚卸資産の簿価切下げに関して、一部子会社では収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを実施する方法によっております。

３　連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去

　連結会社相互間の債権債務の相殺消去

　当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで債権と債務を相

殺消去しております。

　連結会社相互間の取引の相殺消去

　取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法により相殺消去して

おります。

４　未実現損益の消去

　当第１四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算

しております。

 

  

 

【四半期連結財務諸表作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　 該当事項はありません。 
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【会社等の財政又は経営の状態等に関する事項で、当該企業集団の財政状態及び経営成績の判断に影響を与えると認

められる重要なもの】

　　　該当事項はありません。
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【追加情報】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 

当第１四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

（平成20年10月31日） （平成20年７月31日）

※１. 有形固定資産の減価償却累計額　7,743百万円 ※１. 有形固定資産の減価償却累計額 7,573百万円

※２．担保提供資産 ※２．担保提供資産

短期借入金23,476百万円、１年以内返済予定の長期借入金

23,270百万円、長期借入金250,422百万円の債務に対する担

保差入状況は下記のとおりであります。 

短期借入金36,023百万円、１年以内返済予定の長期借入金

52,018百万円、長期借入金277,084百万円の債務に対する担

保差入状況は下記のとおりであります。

  （単位：百万円）   （単位：百万円）

担保差入資産科目  金額 担保差入資産科目  金額

預金  530 預金  530

商業手形  209 商業手形  259

営業貸付金  429,020 営業貸付金  510,855

営業投資有価証券  9,129 営業投資有価証券  15,020

たな卸資産  11,732 たな卸資産  13,270

建物及び構築物  126 建物及び構築物  128

土地  167 土地  167

投資有価証券  11,780 投資有価証券  7,434

計  462,696 計  547,663

　なお、その他の営業債権1,669百万円について、債権譲渡予

約契約を締結しております。これに対応する債務は、１年以

内返済予定の長期借入金1,669百万円であります。また、営業

債権の流動化として商業手形及び営業貸付金の流動化を

行っており、一部を除き譲渡担保付借入として会計処理して

おります。これらの流動化による営業債権が営業貸付金の残

高に399,105百万円含まれております。さらに、これらの営業

債権の流動化に関連した「預け金」は33,664百万円であり、

また、投資その他の資産「その他」に2,410百万円が留保さ

れております。

　なお、営業貸付金2,252百万円及びその他の営業債権906百

万円、合計3,158百万円について、債権譲渡予約契約を締結し

ております。これに対応する債務は、１年以内返済予定の長

期借入金3,056百万円であります。また、営業債権の流動化と

して商業手形及び営業貸付金の流動化を行っており、一部を

除き譲渡担保付借入として会計処理しております。これらの

流動化による営業債権が営業貸付金の残高に463,118百万円

含まれております。さらに、これらの営業債権の流動化に関

連した「預け金」は37,587百万円であり、また、投資その他

の資産「その他」に2,410百万円が留保されております。

※３．債権流動化に伴いオフバランスとなった資産の額 ※３．債権流動化に伴いオフバランスとなった資産の額

商業手形 14,493百万円 商業手形 16,407百万円 

営業貸付金 83,521百万円 営業貸付金 62,936百万円 

 ４.偶発債務  ４.偶発債務

（１）貸借保証事業に係る保証極度 

      相当額
20,188百万円

（１）貸借保証事業に係る保証極度　　

　　　相当額
53,654百万円

（２）債権流動化に伴う連帯保証

　　　債務残高
68,814百万円

（２）債権流動化に伴う連帯保証債　

　　　務残高
32,733百万円

（３）再割引手形 14,493百万円（３）再割引手形 16,407百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

 

当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年８月１日

    至　平成20年10月31日）

　　　　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　　給与手当 1,456百万円

　　　　債権管理費   509百万円

　　　　利息返還引当金繰入 4,249百万円

　　　　貸倒引当金繰入 　　　　　　　11,793百万円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に

　　掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 　19,616百万円

預入期間が３か月を超える定期預金　　　　　　 △1,100百万円

現金及び現金同等物 18,505百万円
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（株主資本等関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成20年10月31日）及び
  当第１四半期連結累計期間（自 平成20年8月1日 至 平成20年10月31日） 
　１．発行済株式の種類及び総数
普通株式 12,245,470株

　
　２．自己株式の種類及び株式数
普通株式 233株

　
　３．新株予約権等に関する事項
　　該当事項はありません。
 

 ４．  配当に関する事項  

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月24日

定時株主総会
普通株式 1,836 150平成20年７月31日平成20年10月27日利益剰余金

 

　　　５.　株主資本の金額に前連結会計年度末に比べて著しい変動がある場合

　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年８月１日　至　平成20年10月31日）

 
金融・投資事
業（百万円）

不動産事業
（百万円）

スポーツ用品
等製造販売事
業（百万円）

その他事業
（百万円）

計
(百万円)

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 19,293 2,010 3,829 858 25,992 － 25,992
(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
269 19 0 936 1,225 (1,225) －

計 19,563 2,029 3,829 1,795 27,217(1,225)25,992

営業利益

又は営業損失（△）
△7,431 △587 302 110 △7,607 (786)△8,393

　（注）１．事業区分の方法

事業の種類・性質及び営業取引の類似性を考慮して区分したものであります。

２．各事業区分の主な内容

①金融・投資事業………………………………融資事業、投資、債権回収代行等

②不動産事業……………………………………不動産売買・仲介・管理事業等

③スポーツ用品等食料品等製造販売事業……ゴルフ用品、食料品製造販売等

④その他事業……………………………………パソコン関連製品販売、システム開発等 

３. 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更　会計処理基準に関する事項の変更」に

　　記載のとおり、当社の連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より棚卸資産の評価方法を変更しており

　　ます。当該変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第１四半期連結累計期間の営業利益は不動産事

　　業で647百万円減少しております。 

 

EDINET提出書類

株式会社ＳＦＣＧ(E03703)

四半期報告書

25/33



【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年８月１日　至　平成20年10月31日)

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び連結子会社は、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及

び在外支店がありませんので、その記載を省略しております。　

 

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年８月１日　至　平成20年10月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

 

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年10月31日） 

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に

比べて著しい変動が認められます。

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表計上

額（百万円）
差額（百万円）

(1）株式 11,250 7,410 △3,839

(2）債券 100  0  △100

(3）その他 117 94 △22

合計 11,467 7,505 △3,962

 

 

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の当第１四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動は

ありません。
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（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年８月１日　至　平成20年10月31日）

１．ストック・オプションに係る当第１四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

 

２．当第１四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　該当事項はありません。 
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（企業結合等関係）

    当第１四半期連結会計期間(自　平成20年８月１日　至　平成20年10月31日) 

  　

　　(共通支配下の取引等)

    １. 結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む

    　取引の概要

   　 (1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容

    　　　結合当事企業の名称　(株)ＭＡＧ（当社の連結子会社）

    　　　事業の内容　　　　　不動産鑑定、賃借保証

    　(2) 企業結合の法的形式

    　　　(株)ＭＡＧ（当社の連結子会社）を消滅会社、(株)Ｔ・ＺＯＮＥホールディングス（当社の連結子会社）を

　　　　　承継会社とする会社合併

    　(3) 結合後企業の名称

   　 　　(株)ＭＡＧねっと（当社の連結子会社）

    　(4) 取引の目的を含む取引の概要

　　　　　従来、純粋持株会社の形態を採っていた㈱Ｔ・ＺＯＮＥホールディングス（当社の連結子会社）の収入は、子

　　　　会社からの受取配当金で構成されており、豊富なキャッシュフローを生まないことから、金融機関からの資金調

　　　　達の面で不利でありました。この問題を早期に解決するため、㈱ＭＡＧねっとは事業持株会社へと転換を図り、

　　　　グループの中核に位置する㈱ＭＡＧがこれまで培ってきたネットワークを生かした事業を展開することにより、

　　　　グループ全体の企業価値の向上を目指すものであります。

 

    ２. 実施した会計処理の概要

   「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会

　　計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　最終改正平成19年11月15日）に基づき、共通支配下

　　の取引として処理しており、移転事業に係る資産及び負債は、承継会社においても、分割会社における当該資産

　　及び負債の適正な帳簿価額により計上しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年10月31日）

前連結会計年度末
（平成20年７月31日）

１株当たり純資産額 20,313.12円 １株当たり純資産額 21,756.83円

 

 (注) １株当たり純資産額の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

項目
当第１四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

(平成20年10月31日) (平成20年７月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 262,128 282,219

普通株式に係る純資産額(百万円) 248,738 266,417

差額の主な内訳(百万円)   

　少数株主持分 13,389 15,801

普通株式の発行済株式数(千株) 12,245 12,245

普通株式の自己株式数(千株) 0 0

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数

(千株)
12,245 12,245

 

　　　２．１株当たり四半期純損失

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

１株当たり四半期純損失 1,300.41円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額については、１株当たり四半期純損失であり、ま

た潜在株式が存在しないために記載しておりません。
  

　

　（注）　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

四半期純損失（百万円） 15,923

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純損失（百万円） 15,923

期中平均株式数（千株） 12,245

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

平成16年新株予約権付社債（券面総額950百万円）及び新株

予約権１種類（新株予約権950個）並びに平成20年新株予約

権付社債（券面総額40,000百万円）及び新株予約権１種類

（新株予約権の数　40千個）
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（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間

（自　平成20年８月１日　

　　至　平成20年10月31日）

（１）連結子会社である㈱ＭＡＧねっとの合併

　当社の連結子会社である㈱ＭＡＧねっとは、㈱ガルガンチュア・アセット・マネジメント（以下「ＧＡＭ社」という。）

と平成20年10月30日開催の両社の臨時株主総会の承認決議を得て、平成20年11月１日をもって合併（以下「本合併」とい

う。）いたしました。

１．合併の目的

　㈱ＭＡＧねっと及びＧＡＭ社は、ともに不動産事業を中心とした事業兼営持株会社であります。特に両社ともその傘下に

は上場会社を有しており、その合併により経営・財務戦略の立案、収益性の構造改革及び経営管理体制の整備のノウハウ

などの経営資源を集中することで、一層の企業価値の向上、収益力の拡大が果たせるものと考え、本合併に合意したもので

す。　

２．合併の要旨

（１）合併期日（発効日）　　平成20年11月１日　

（２）合併方式　

　㈱ＭＡＧねっとを存続会社とする吸収合併方式で、ＧＡＭ社は解散いたしました。　

（３）合併比率

合併比率
㈱ＭＡＧねっと ＧＡＭ社

（合併会社） （被合併会社）

合併比率　 1 295.90113

①株式の割当比率

　ＧＡＭ社の株式１株に対して、㈱ＭＡＧねっとの株式295.90113株を割当交付をしております。　

②合併により交付する株式数等

　　 普通株式　8,877,034株

　なお、㈱ＭＡＧねっとは同社の保有する自己株式8,877,034株を本合併による株式の割当に充当しました。　

（４）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

　ＧＡＭ社は新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。　

（５）会計処理の概要

　本合併は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事業分離な

ど会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会　平成19年11月15日　企業会計基準適用指針第10号）に基づき、共通

支配下の取引として会計処理を行い、「のれん」は発生しておりません。

３．財産の引継

　㈱ＭＡＧねっとは、被合併会社の平成20年10月31日現在の貸借対照表、その他同日現在の財務諸表を基礎とした一切の資

産、負債及び権利義務を合併期日に引き継いでおります。 

 （合併会社） （被合併会社）

会社名 株式会社ＭＡＧねっと　 ＧＡＭ社

主な事業内容　
投資事業及び不動産の賃貸契約に対す

る保証事業　
不動産賃貸事業及び子会社管理事業

総資産　 70,309百万円 （連結）　　　 3,668百万円 （個別）　　　

負債 48,723百万円 （連結）　　　 26百万円 （個別）　　　
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（リース取引関係）

 

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第

１四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載し

ておりません。

　

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書

    

  平成20年12月15日

 株式会社ＳＦＣＧ    

 取締役会　御中    

 明誠監査法人   

 　　指定社員   

 　　業務執行社員　　 公認会計士　　 西 谷 富 士 夫　　印

    

 　　指定社員 　  

 　　業務執行社員　　 公認会計士　　 市 原 　　豊　  　印

    

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＳＦＣＧの

平成20年８月１日から平成21年７月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成20年８月１日から平成20年

10月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四

半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続そ

の他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＳＦＣＧ及び連結子会社の平成20年10月31日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

    

 追記情報    

重要な後発事象に関する注記に記載のとおり、会社の子会社である株式会社MAGねっとは、平成20年11月１日に株式会社ガ

ルガンチュア・アセット・マネジメントを吸収合併している。

    

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

    

以　上

    

    

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報　　　　　

　　　　　

         告書提出会社)が別途保管しております。

　　 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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